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新道路技術会議
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次世代地域モビリティ（Ngrm）研究会

自動運転と道の駅を活用した生産空間を支える
新たな道路交通施 策に関する研究

○北海道の農林水産業・観光業を担う「生産空
間」では、人口減少によって公共交通や物流の
維持が著しく困難化している。
○本研究 は、「生産空間」に住み続けられる道
路交通環境を目指し、自動運転や道の駅の活
用の実装を含む道路交通施策のあり方につい
て研究開発を行うことで、同様の問題に苦しむ
全国他地域への貢献を 目指す。

○室蘭工業大学 准教授 有村幹治

東京大学 教授 羽藤英二

北海道大学 教授 萩原亨

北見工業大学 教授 髙橋清

北海道大学 准教授 岸邦宏

北海道大学 准教授 内田賢悦

豊橋技術科学大学 准教授 杉木直

北海商科大学 教授 相浦宣徳

北海道科学大学 准教授 井田直人

秋田工業高等専門学校 准教授 長谷川裕修

室蘭工業大学 助教 浅田拓海

(一社)北海道開発技術センター 主任研究員 大井元揮

日本データサービス(株) 次長 東本靖史

事務局：(株)ドーコン 交通部 澤・長岡・片桐・遠坂ほか

研究協力者：国土交通省 北海道局・北海道開発局

北海道：有村プロジェクト
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南十勝地域における将来構想
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南十勝地域公共交通の将来像
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平成30年12月7日（金）
Ｃ大人の修学旅行

南十勝プロジェクトプレ実験

平成30年12月8日（土）
Ｂワークショップツアー

10名の学生が参加 20名の住民が参加20名の住民が参加

生産空間を支える新たな交通の確立を目指し、南十勝エリアの広域的な公共交通サービスへのニーズを
把握し、十勝バス広尾線の高速化実証実験および域内バスとの接続により、生産空間から中核都市への
移動利便性を向上した際の地域住民の生活の質や定住意識の変化を明らかにする。
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○自動運転実証実験期間中に大樹町と帯広市を結ぶ高速都市間快速バスの実証実験を実施
・高速都市間快速バスによる時間短縮、地域交通との接続等を体験
・中札内村の地域交通と接続するシャトルバスを試行

実験期間 令和元年６月１７日（月）～６月２１日（金）５日間

目的
・高規格幹線道路走行による移動時間短縮
・乗換拠点における地域交通との接続連携

利用者数 延べ２０６人

実験ルート
道の駅コスモール大樹、中札内IC、帯広市内の医療施設、商
業施設、バスターミナルなどを走行するルート
※朝１便のみ帯広市内の学校を走行するルート

走行延長 約６０㎞／片道（６４分／片道）

運行パターン 定期運行 ８便／日

■都市間快速バス実験概要

■中札内シャトルバス実験概要

実験車両

実験期間 令和元年６月１７日（月）～６月２１日（金）５日間

目的 ・乗換拠点における都市間交通との接続連携

利用者数 延べ２５人

実験ルート
中札内村中心部（道の駅なかさつない）と広域交通との乗換
拠点（中札内IC）を結ぶルート

走行延長 約３㎞／片道（６分／片道）

運行パターン 定期運行 ８便／日

実験車両

○大型バス車両(十勝バス株式会社)
○乗車人数(定員)：57人(55人)

○大型バス車両(大新東株式会社)
○乗車人数(定員)：62人(60人)

都市間快速バス実証実験概要
「第６回道の駅「コスモール大樹」を拠点と
した自動運転サービス地域実験協議会」
（R1.10.28）資料
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○都市間快速バスの総利用者数は２０６人（大樹町行き９８人、帯広市行き１０８人）
・大樹町からは高齢者利用、中札内村からは高校生利用が特に多く見られた
・利用区間は帯広駅、商業施設、病院、学校に集中
⇒都市間快速バスの運行は、買物・通院・通学など多様なニーズに対応し、定住環境の向上に寄与

■利用区間

居住地

大樹町
52%

中札内村
22%

帯広市
7%

その他
17%

不明
2%

大樹町居住者 107名
中札内村居住者 46名

■利用状況

「第６回道の駅「コスモール大樹」を拠点と
した自動運転サービス地域実験協議会」
（R1.10.28）資料都市間快速バス利用者
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○都市間快速バス、中札内シャトルバスの利用状況
・都市間快速バスの移動時間短縮効果により帯広まで通学する大樹町高校生の移動の負担が軽減
・学生から高齢者まで幅広い年齢層に利用され、前向きな意見が多く得られた
⇒都市間快速バスの運行は、南十勝圏住民の「生活の足」として有効に機能

■都市間快速バス代表的乗降客の利用ルート(大樹町から帯広柏葉高校に通う学生の例)

○普段、帯広の高校に通うのに朝５時半に家を出ているのが１時間遅くなりとても楽になった（１０代 大樹町女性）

○友人と待ち合わせしたり、映画を見たり、図書館など駅周辺を利用するのには最適だと感じた（７０代 大樹町女性）

○帯広に下宿している息子が１時間で通学できるようになれば、自宅から帯広へ通学できる可能性もできて進路の幅が増えるのでうれしい

（４０代 大樹町女性）

○部活帰りの時間でも快速バスを使いたい（１０代 中札内村男性）

○自宅から中札内ＩＣまで上手く乗り継ぎができれば、免許を返した後は都市間快速バスを利用したいと思う（６０代 中札内村女性）

○中札内シャトルバスがくるくる号の路線で中札内ICまで回ってくれれば、農村の方も利用できていいと思った（６０代 中札内村女性）

■広域交通利用者の声(一部抜粋)

「第６回道の駅「コスモール大樹」を拠点と
した自動運転サービス地域実験協議会」
（R1.10.28）資料都市間快速バス利用状況
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○利用者アンケートで取組の満足度、実装時の利用意向、外出機会への影響について調査
・都市間快速バス、中札内シャトルバスの満足度はそれぞれ９８％、１００%と非常に高い
・今後実装化された時の利用意向は都市間快速バスが約８割、中札内シャトルバスは約6割
⇒都市間快速バスは、実装した場合の利用意向が高く、外出機会の創出にも寄与

■広域交通の取組全体の満足度

■今後実装化された時の利用意向

(利用者アンケート調査より集計) (利用者アンケート調査より集計)

■外出機会への影響

(利用者アンケート調査より集計)

都市間快速バス

（ｎ=44）

中札内シャトルバス

（ｎ=13）

満足
61%

やや満足
36%

どちらでもない
2%

満足
38%

やや満足
62%

都市間快速バス

（ｎ=42）

中札内シャトルバス

（ｎ=12）

利用したい
83%

利用したい
58%

あまり利用しない
17%

あまり利用しない
42%

都市間快速バス

（ｎ=37）

中札内シャトルバス

（ｎ=11）

増える
57%

増える
45%

変わらない
43%

変わらない
55%

「第６回道の駅「コスモール大樹」を拠点と
した自動運転サービス地域実験協議会」
（R1.10.28）資料都市間快速バス利用者アンケート調査結果
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